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今後の町政運営や支援体制は６議員が町政を問う（一般質問）今後の町政運営や支援体制は６議員が町政を問う（一般質問）

復興を図るための補正予算を可決（12月補正予算）復興を図るための補正予算を可決（12月補正予算）

祝成人!!ふるさと広野で夢誓う祝成人!!ふるさと広野で夢誓う（広野町成人式）

安全・安心に向けた取り組みを（定例会質疑）安全・安心に向けた取り組みを（定例会質疑）
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

�

広
野
町
議
会
議
長　

黒
田
政
徳

　

平
成
三
十
年
の
年
頭
に
あ

た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か

し
い
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
こ
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

太
平
洋
沿
岸
に
巨
大
な
津

波
を
引
き
起
こ
し
、
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
に
致
命
的

な
損
傷
を
与
え
、
未
だ
多
く

の
人
々
に
不
自
由
な
生
活
を

余
儀
な
く
し
た
大
地
震
か
ら

ま
も
な
く
七
年
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と

様
々
な
復
興
事
業
が
完
工

し
、
そ
し
て
新
た
な
事
業
へ

の
着
手
も
相
次
ぎ
、
着
実
な

復
興
へ
の
歩
み
が
形
と
し
て

目
に
見
え
る
よ
う
に
な
り
、

本
町
の
復
興
・
再
生
が
ま
た

一
歩
進
展
し
た
一
年
で
あ
り

ま
し
た
。

　

三
月
に
は
、
応
急
仮
設
住

宅
等
の
供
与
期
間
が
終
了

し
、
約
八
割
の
町
民
が
帰
町

さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
様
々
な
事
情
に

よ
り
約
二
割
の
皆
さ
ん
が
引

き
続
き
避
難
生
活
を
継
続
す

る
こ
と
を
選
択
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ

本
来
の
生
活
に
戻
る
に
は
時

間
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
、「
広
野
に
戻
っ
て
良
か
っ

た
」「
や
っ
ぱ
り
こ
こ
に
住

ん
で
良
か
っ
た
」
と
実
感
で

き
る
施
策
の
実
現
に
向
け
、

行
政
と
共
に
ふ
る
さ
と
の
復

興
と
再
生
に
総
力
を
結
集
し

て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

課
題
は
、
数
多
く
あ
り
ま

す
が
、
皆
様
の
力
強
い
ご
支

援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
本
年
が
幸
多
き
一
年

と
な
り
、
さ
ら
な
る
飛
躍
の

年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
第
４
回
議
会
定
例
会
を

12
月
14
日
か
ら
15
日
ま
で
の
２
日
間

の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
平
成
29
年
11
月
19
日
に
執

行
さ
れ
た
町
長
選
挙
後
、
初
の
議
会

開
催
と
な
り
、
遠
藤　

智
町
長
が
所

信
表
明
と
経
過
報
告
を
述
べ
、
一
般

会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
を
含
む

全
12
議
案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
審
議

の
う
え
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
６
人
の
議

員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
町
の
対
応
や
考
え

を
問
い
質
し
ま
し
た
。
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補

正

予

算
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議案第82号

工事の名称

　久保田１号線道路新設舗装工事

施工場所

　下北迫字久保田地内

工事請負代金

　５３，３５２，０００円を

　５０，６５８，４８０円に変更

　（２，６９３，５２０円の減額）

工期

　着工　平成29年６月17日

　完成　平成30年１月31日

　（変更なし）

請負者

　株式会社金村組（変更なし）

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

12月定例
会主

な
内
容
は

●広野町農業委員会の委員等の
　　　　　　定数に関する条例を制定

●工事請負契約の変更

農業委員の定数が変わります

工事請負変更契約を可決

　

「
農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
」
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
農
業
委
員
の
選
出
方
法

が
選
挙
に
よ
る
公
選
制
か

ら
、
町
長
が
町
議
会
の
同
意

を
得
て
任
命
す
る
も
の
と
変

更
さ
れ
る
と
と
も
に
、
農
業

委
員
と
は
別
に
新
た
に
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
新

設
し
、
農
業
委
員
会
の
委
嘱

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
条

例
の
制
定
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
平
成

30
年
７
月
８
日
か
ら
施
行
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

久
保
田
１
号
線
の
起
点

は
、
町
道
築
地
～
新
町
線
と

接
続
さ
れ
ま
す
が
、
築
地
～

新
町
線
の
舗
装
工
が
来
年
度

に
施
工
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

取
付
部
の
手
戻
り
を
無
く
す

た
め
、
舗
装
工
と
防
護
柵
工

の
施
工
を
見
送
る
こ
と
に
よ

り
減
額
す
る
変
更
契
約
の
議

案
を
可
決
し
ま
し
た
。

土地改良区推薦　　１人

２億3330万円を減額補正

全会一致で可決

補正の結果
　　会 　計　 名　　　　　　　　　　補正額  　　　（補正後の予算額）
一 般 会 計 ▲ 2 億３４０９万円  （ 94 億８７８４万円）
国民健康保険特別会計 ４３万円  （ 11 億８５５４万円）
介 護 保 険 特 別 会 計 ２９万円  （   ５億３４８７万円）
後期高齢者医療特別会計 ５万円  （        ２１３７万円）

歳出の主な内容

〇帰還環境整備交付金基金費　
　　（認定こども園整備事業に係る基金造成費） 2 億５８６８万円
〇認定こども園費
　　（2 カ年の継続事業とするため　※継続費設定による減額） ▲ 6 億２７２７万円　
〇除染対策費
　　（減容化処理施設解体等の負担金） 1 億２１９６万円
〇防災対策費
　　（Ｊアラート（全国瞬時警報システム）の更新事業費） ５９０万円

一般会計及び３特別会計を合わせ

補正の内容  　
　平成 29 年度一般会計補正予算並びに３つの特別会計予算は、主に東日本大震災及び原
子力災害からの復興を図るためで、歳出の主なるものは、帰還環境整備交付金基金費、障
がい者福祉費、除染対策費、学校管理費などの増額、並びに財政調整基金費、認定こども
園費、道路維持費などの減額です。
　歳入の主なるものは、県補助金、基金繰入金などの増額、並びに地方交付税、国庫補助
金の減額となっています。

※継続費
数年にわたって支出する地
方公共団体の経費。完成に
数年を要する事業につい
て、初年度に経費の総額及
び年割額を定め、一括して
議会の議決を経るもの。

完成が待たれる認定こども園（完成予想図）
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質

疑

質

疑

　安全を守る町内の消防車と消防団員たち（平成 30 年出初式）

復興が進む駅東側

認定こども園整備予定地

農業委員による農地パトロール

大
和
田
総
務
課
長

　

町
の
方
で
土
地
を
借
り

上
げ
て
借
地
料
を
支
払
っ

て
い
ま
す
。

中
津
復
興
企
画
課
長

　

こ
の
土
地
は
、
駅
東
側

の
復
興
拠
点
整
備
区
域
に

近
接
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
駅
東
側
に
ふ
さ

わ
し
い
土
地
利
用
の
計
画

を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
間
に
民
地
に
渡
っ
て

し
ま
う
と
環
境
そ
の
も
の

も
損
な
い
か
ね
な
い
と
危

惧
さ
れ
、
一
体
的
な
土
地

の
有
効
利
用
を
図
る
た
め

に
借
地
と
し
て
い
ま
す
。

中
津
復
興
企
画
課
長

　

こ
の
基
金
は
目
的
基
金

と
な
っ
て
お
り
、
認
定
こ

ど
も
園
を
整
備
す
る
た
め

に
活
用
で
き
る
も
の
で
す
。

鈴
木
こ
ど
も
家
庭
課
長

　

支
給
対
象
者
を
児
童
か

ら
保
護
者
へ
変
更
し
た
こ

と
の
他
に
、
現
在
の
条
例

で
は
対
象
者
が
「
重
度
心

身
障
害
児
」
と
な
っ
て
お

り
、
か
な
り
範
囲
が
狭
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
も
う
少
し

拡
大
す
る
た
め
に
「
心
身

障
害
児
」
と
変
え
た
こ
と

が
大
き
な
違
い
で
す
。

渡
邉
産
業
振
興
課
長

　

現
在
の
と
こ
ろ
年
齢
の

制
限
を
設
け
る
こ
と
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

鈴
木
こ
ど
も
家
庭
課
長

　

現
在
支
給
を
受
け
て
い

る
の
は
18
人
で
す
が
、
今

後
見
込
ま
れ
る
対
象
者
は

38
人
で
す
。

町
　
　
長

　

さ
ま
ざ
ま
な
手
当
等
の

基
準
に
し
た
が
っ
て
適
正

な
金
額
と
し
ま
し
た
が
、

更
な
る
重
厚
さ
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
れ

ば
、
前
向
き
に
捉
え
て
い

き
ま
す
。

渡
邉
産
業
振
興
課
長

　

水
田
の
他
、
畑
や
園
芸
、

畜
産
等
さ
ま
ざ
ま
な
業
種

が
あ
り
、
提
出
し
て
い
た

だ
く
計
画
書
に
基
づ
き
適

正
で
あ
る
か
判
断
し
て
認

定
し
て
い
ま
す
。

渡
邉
産
業
振
興
課
長

　

広
野
町
で
は
、
現
在
９

人
（
公
選
）
の
農
業
委
員

の
方
に
活
動
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
国
の
通

達
が
あ
り
、
１
人
減
の
８

人
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

中
津
復
興
企
画
課
長

　

交
付
金
を
活
用
し
た
年

度
計
画
に
基
づ
き
、
計
画

的
に
配
備
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

旧
広
長
住
宅
跡
地
は
ど
う
な
る

こ
ど
も
園
限
定
の
基
金
か

何
が
変
わ
っ
た
か

委
員
の
年
齢
制
限
は

対
象
人
数
は

支
給
金
額
は
少
な
く
な
い
の
か

認
定
農
業
者
の
条
件
は

委
員
定
数
ど
う
決
め
た

広
野
町
帰
還
環
境
整
備

交
付
金
基
金
条
例

広
野
町
心
身
障
害
児

福
祉
手
当
支
給
条
例

広
野
町
農
業
委
員
会
の
委
員
等
の

定
数
に
関
す
る
条
例

消
防
自
動
車
を
整
備
せ
よ

門
馬
　
巧
議
員

　

旧
広
長
住
宅
の
跡
地
の

借
地
料
は
現
在
支
払
っ
て

い
る
の
か
。

　

支
払
っ
て
い
る
な
ら

ば
、
何
か
構
築
す
る
計
画

が
あ
る
の
か
。

　

た
だ
計
画
が
な
く
、
支

払
い
続
け
る
の
は
非
常
に

無
駄
な
出
費
と
思
わ
れ
る

が
い
か
が
な
も
の
か
。

渡
邉
正
俊
議
員

　

こ
の
基
金
は
認
定
こ
ど

も
園
整
備
事
業
に
だ
け
活

用
で
き
る
基
金
な
の
か
。

北
郷
幹
夫
議
員

　

支
給
資
格
が
児
童
か
ら

保
護
者
に
な
る
こ
と
の
他

に
変
更
は
あ
る
の
か
。

阿
部
憲
一
議
員

　

農
業
委
員
会
の
委
員
、

推
進
委
員
の
年
齢
制
限
は

設
け
る
の
か
。

小
磯
利
雄
議
員

　

こ
の
新
し
い
条
例
の
対

象
者
は
概
算
で
ど
の
く
ら

い
に
な
る
の
か
。

門
馬
　
巧
議
員

　

支
給
金
額
は
前
条
例
の

ま
ま
で
あ
る
。
も
う
少
し

家
族
の
思
い
を
考
え
た
金

額
に
で
き
な
か
っ
た
の

か
。

門
馬
　
巧
議
員

　

自
分
で
田
ん
ぼ
や
畑
を

耕
作
し
て
い
な
く
て
も
認

定
農
業
者
に
な
り
得
る
の

か
。

渡
邉
正
俊
議
員

　

農
業
委
員
定
数
は
、
半

分
を
目
標
に
削
減
す
る
と

聞
い
た
が
、
今
回
改
正
が

あ
っ
た
新
し
い
農
業
委
員

の
８
人
と
い
う
選
定
は
、

ど
の
よ
う
な
形
で
行
っ
た

の
か
。

小
磯
利
雄
議
員

　

先
般
、
つ
な
ぎ
ポ
ン
プ

の
訓
練
が
あ
っ
た
が
、
な
か

な
か
水
が
上
が
ら
ず
、
消
防

車
の
能
力
が
非
常
に
厳
し
い

と
い
う
話
も
あ
っ
た
。

　

町
内
に
お
い
て
高
機
能

な
消
防
車
の
採
用
や
更
新

等
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

補
正
予
算

条　

例



9 88

委

員

会

報

告

委

員

会

報

告

委員 会報告
各常任委員会の活 動状況を報告します。

他
産
業
厚
生

町村からのこどもの受入を
幼保連携型認定こども園整備事業

総務文教常任委員会　  　　平成29年11月７日 午前開催

産業厚生常任委員会　  　　平成29年11月８日 午前開催

　

町
よ
り
駅
東
側
の
第
１

期
開
発
地
区
に
つ
い
て
、

集
合
住
宅
10
棟
１
１
４
戸

が
平
成
29
年
９
月
に
完
成

し
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
に
よ
る
ホ
テ
ル

建
設
は
平
成
29
年
８
月
に

着
手
。
広
野
駅
東
口
広
場

整
備
事
業
に
つ
い
て
は
平

成
29
年
６
月
に
着
手
し
平

成
30
年
２
月
に
完
成
予
定

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
２
期
開
発
地

区
に
つ
い
て
は
、
町
内
に

新
し
い
住
宅
用
地
の
整
備

を
行
う
必
要
が
生
じ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
農
振
除
外

に
必
要
な
同
意
書
の
締
結

が
83
％
、
用
地
取
得
に
つ

い
て
は
57
％
と
な
っ
て
お

り
、「
ふ
た
ば
未
来
学
園
宿

舎
」
に
つ
い
て
は
、
造
成

工
事
を
早
期
に
着
工
す
る

た
め
、
同
区
域
を
２
工
区

に
分
け
て
進
め
て
い
る
と

緊
総務文教

急
避
難
的
な
用
地
の
確
保
を

工
業
団
地
・
東
町
地
区
産
業
団
地
整
備
事
業

みかん狩り（幼稚園）

計
総務文教

画
変
更
も
視
野
に
迅
速
に
開
発
を

広
野
駅
東
側
開
発

の
説
明
等
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
み
ら
い

の
架
け
橋
に
目
隠
し
を
作

る
と
の
こ
と
に
つ
い
て
、

近
代
農
業
ゾ
ー
ン
の
新
た

な
土
地
利
用
の
検
討
と
は

何
か
、
駅
東
側
の
水
田
へ

の
水
路
や
排
水
は
今
現
在

整
備
さ
れ
て
い
る
の
か
な

ど
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

が
、
委
員
会
と
し
て
は
、

目
途
を
持
っ
て
計
画
変
更

も
視
野
に
入
れ
、
迅
速
に

開
発
を
進
め
る
よ
う
要
請

し
ま
し
た
。

　

町
民
の
生
活
空
間
と
企
業

の
活
動
拠
点
が
混
在
し
て
お

り
治
安
、
防
犯
、
等
に
つ
い

て
の
不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
広
野
工

業
団
地
及
び
除
染
廃
棄
物
仮

置
き
場
で
あ
る
東
町
地
区
の

町
有
地
を
産
業
団
地
と
位
置

づ
け
課
題
解
消
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
い
、
本
町
の
経

済
発
展
や
雇
用
拡
大
に
繋
げ

た
い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

委
員
か
ら
は
、
具
体
的
に

何
社
か
ら
の
引
き
合
い
が
あ

る
の
か
、
進
出
企
業
の
操
業

開
始
時
期
は
、
多
目
的
に
利

用
で
き
る
緊
急
避
難
的
な
用

地
の
確
保
も
必
要
で
は
無
い

か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
復
興

企
画
課
長
か
ら
は
、
進
出
企

業
の
創
業
時
期
に
つ
い
て
は

建
屋
の
設
計
変
更
協
議
に
時

間
を
要
し
た
た
め
来
年
５
月

に
ず
れ
込
む
こ
と
と
、
町
と

し
て
も
多
目
的
に
利
用
で
き

る
用
地
は
残
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

デ
産業厚生

イ
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
充
実
を

高
齢
者
対
策

　

各
委
員
よ
り
、
前
年
比

被
保
険
者
数
の
減
少
と
退

職
者
保
険
終
了
に
よ
る
そ

の
後
の
推
移
に
つ
い
て
、

生
活
相
談
員
に
よ
る
丁
寧

な
訪
問
活
動
要
請
と
広
桜

荘
受
け
入
れ
体
制
・
医
療

環
境
向
上
推
進
事
業
に
つ

い
て
、
平
成
27
・
28
年
度

に
於
い
て
県
内
高
額
医
療

費
が
第
１
位
で
あ
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ

り
ま
し
た
。

　

担
当
課
長
よ
り
、
被
保

険
者
が
減
少
し
た
理
由
は

作
業
員
の
方
々
が
国
民
健

康
保
険
か
ら
社
会
保
険
へ

の
移
動
が
要
因
で
あ
る
こ

と
、
広
桜
荘
の
活
動
に
つ

い
て
は
今
後
高
齢
化
が
進

む
た
め
、
介
護
・
福
祉
各

計
画
を
見
直
し
、
サ
ー
ビ

ス
を
図
り
、
住
民
に
寄
り

添
っ
た
生
活
支
援
訪
問
活

動
を
進
め
る
と
の
こ
と
で

あ
り
、
ま
た
、
医
療
環
境

向
上
推
進
事
業
に
つ
い
て

は
当
初
予
算
の
範
囲
内
で

収
ま
る
見
込
み
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

高
額
医
療
費
に
つ
い
て

は
、
疾
病
、
肥
満
、
高
血
圧
、

ほ
産業厚生

場
整
備
に
利
用
す
る
場
合
の
費
用
負
担
は

防
災
拠
点
・
道
の
駅
造
成
事
業

　

各
委
員
よ
り
、
調
整
池

を
設
け
る
考
え
は
な
い
の

か
、
盛
り
土
材
と
し
て
利

用
可
能
と
の
こ
と
だ
が
搬

出
等
の
費
用
負
担
は
、
ほ

場
整
備
へ
の
利
用
に
つ
い

て
は
地
権
者
費
用
負
担
は

発
生
し
な
い
の
か
、
第
１

期
工
事
の
着
工
予
定
日
と

２
期
工
事
予
定
に
つ
い
て

の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

担
当
課
長
よ
り
、
調
整

池
に
つ
い
て
は
現
場
状
況

を
見
な
が
ら
、
計
画
通
り

上
流
・
下
流
側
に
調
整
池

を
整
備
し
ま
す
。
盛
り
土

材
と
し
て
町
外
に
搬
出
す

る
場
合
は
、
事
業
ご
と
に

協
定
を
結
び
相
手
側
が
負

担
す
る
こ
と
に
な
る
、
ほ

場
整
備
事
業
は
県
が
事
業

主
体
で
あ
り
、
地
権
者
負

担
な
し
の
事
業
で
あ
る
こ

と
か
ら
協
議
を
進
め
て
行

き
た
い
。

　

ま
た
、
第
１
期
工
事
の

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣

病
を
起
因
と
す
る
医
療
費

増
加
が
あ
げ
ら
れ
、
さ
ら

に
関
節
等
の
治
療
入
院
が

目
立
っ
て
お
り
、
近
隣
町

村
で
医
療
費
が
減
少
傾
向

に
あ
る
自
治
体
が
あ
る
こ

と
か
ら
確
認
の
う
え
報
告

し
た
い
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
ど
の
様

な
行
政
政
策
を
行
っ
て
、

結
果
に
結
び
つ
い
た
の
か

を
調
査
研
究
し
て
ほ
し
い

と
要
望
が
さ
れ
ま
し
た
。

着
工
は
「
公
有
地
の
拡
大

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

の
適
用
に
よ
り
税
金
の
猶

予
期
間
、
売
買
契
約
、
賃

貸
借
契
約
な
ど
の
整
理
後
、

林
地
開
発
と
採
石
法
の
許

可
を
平
成
30
年
３
月
を
目

指
し
て
お
り
着
工
は
そ
の

後
で
あ
り
、
２
期
工
事
は

平
成
30
年
に
調
査
・
測
量
・

設
計
の
予
定
で
あ
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
委
員
よ
り
、
平
面
設

計
に
よ
り
課
題
等
の
発
生

し
て
い
な
い
か
、
今
後
の

入
園
予
定
児
童
の
推
移
に

つ
い
て
、
他
町
村
か
ら
避

難
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
は

何
人
位
い
る
の
か
等
の
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

担
当
課
長
よ
り
、
設
計

は
完
了
し
、
実
施
設
計
の

最
終
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
内

部
材
質
の
検
討
を
し
て
い

る
と
の
こ
と
。
施
設
全
体

の
定
員
は
１
３
６
人
で
あ

り
、
町
の
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
計
画
の
中
で
推
移

を
把
握
し
、
出
生
数
等
を

加
味
し
な
が
ら
求
め
た
も

の
で
あ
り
、
本
町
に
お
い

て
は
全
国
で
問
題
に
な
っ

て
い
る
「
待
機
児
童
」
の

発
生
は
無
い
よ
う
に
し
て

行
き
た
い
と
の
考
え
で
あ

る
。
他
町
村
か
ら
避
難
を

さ
れ
て
い
る
未
就
学
児
は

６
人
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。



11

一

般

質

問

11 1010

追
跡
レ
ポ
ー
ト

６
人
の
議
員
が

町
政
を
問
う

追跡
レポート

あの質問 どうなった？
　議員の質問・提言に答える町執行部、その答弁がその後ど

うなったのか？　どう町政に反映させているのか、対応を追

跡しました。

　一般質問は、公の場である議会で、
議員が議題に関係なく、町長の考え方
や町政の執行状況について説明を求め
たり、所信を問いただすものです。

一般質問席（広野町議会議場）

●平成28年３月定例会

一般質問

遠藤　浩 議員

●平成28年６月定例会

一般質問

北郷 伯弘 議員

「ゾーン30」エリア設定
　広野駅前通りから国道６号線、旧馬場医院から桜

田までの区域内の道路が、最高速度30キロに制限さ

れる「ゾーン30」指定区域に設定され、道路の路面

や、標識で表示されています。

　ドライバーのみなさん、交通ルールは守りましょう。

北
郷

　

二
期
目
の
町
政
の
舵
取

り
を
負
託
さ
れ
た
町
長

は
、
新
年
度
の
予
算
編
成

時
期
を
向
か
え
、

①
予
算
編
成
の
基
本
方
針

と
予
算
編
成
方
法
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

②
予
算
編
成
に
お
け
る
重

点
施
策
は
。

③
一
般
会
計
の
歳
入
は
、

平
成
29
年
度
当
初
予
算
と

比
較
し
て
ど
の
よ
う
に
見

込
ま
れ
ま
す
か
。

　

北
郷

　

昭
和
61
年
に
恐
竜
の
歯

等
多
く
の
化
石
が
採
集
さ

れ
「
化
石
の
ま
ち
」
と
し

て
全
国
か
ら
注
目
を
浴
び

ま
し
た
。
現
在
は
役
場
ロ

ビ
ー
に
骨
格
標
本
等
を
展

示
し
て
い
ま
す
が
、

①
化
石
等
の
保
管
場
所
や

管
理
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。

②
後
世
に
伝
え
て
い
く
た

め
、
展
示
室
を
整
備
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
す
か
。

　

北
郷

　

国
保
税
や
医
療
費
等
減

免
、高
速
道
路
無
料
化
等
、

国
へ
要
望
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
震
災
以
前
の

生
活
を
取
り
戻
し
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
状
況
に
な

る
ま
で
継
続
す
べ
き
と
考

え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
郡
内
町
村
と

足
並
み
を
揃
え
、
支
援
の

継
続
を
今
後
も
強
く
要
望

す
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

町
長
　

①
復
興
・
再
生
事
業
を
最

優
先
に
、
そ
れ
以
外
の
事

業
は
限
り
あ
る
財
源
を
再

認
識
し
、
事
業
の
必
要
性
・

優
先
度
を
十
分
に
検
証
す

る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し

て
い
ま
す
。
編
成
方
法
は
、

担
当
課
で
予
算
計
上
し
、

財
政
担
当
が
聞
き
取
り
を

行
い
、
町
長
、
副
町
長
が

査
定
し
ま
す
。

②
認
定
こ
ど
も
園
整
備
、

森
林
再
生
、
ほ
場
整
備
、

小
滝
平
浄
水
場
整
備
で
す
。

③
法
人
町
民
税
は
増
収
が

見
込
ま
れ
ま
す
が
、
広
野

火
力
発
電
所
の
固
定
資
産

税
が
減
収
見
込
み
と
な

り
、
全
体
で
８
、２
０
０
万

円
の
減
収
見
込
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

町
長

①
劣
化
や
破
損
防
止
の
た

め
空
調
設
備
の
あ
る
役
場

資
料
室
に
保
管
し
、
常
時

施
錠
し
て
管
理
し
て
い
ま

す
。

②
時
期
に
よ
っ
て
展
示
を

変
え
る
な
ど
資
料
の
活
用

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
昔
か
ら
続
く
習

わ
し
、
町
の
様
子
な
ど
歴

史
文
化
が
失
わ
れ
て
し
ま

わ
な
い
よ
う
、
交
流
が
図

れ
る
設
備
を
検
討
し
ま
す
。

町
長

復
興
大
臣
を
は
じ
め
関
係

大
臣
、
原
子
力
災
害
現
地

対
策
本
部
長
に
対
し
、
医

療
費
一
部
負
担
金
、
国
保

税
・
介
護
保
険
料
等
の
免

除
措
置
、
高
速
道
路
の
無

料
措
置
の
継
続
に
つ
い

て
、
要
望
活
動
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
医
療
費
等
の
減

免
等
に
つ
い
て
強
く
要
望

し
て
い
く
考
え
で
す
。

継続を強く要求すべき
町長／今後も強く要望していく

北郷幹夫 議員

30年前、私も町のキャラクター。

町政を問う

道路標示を
改善せよ

県・公安委員会と
協議し取り組む

減速帯を
設置せよ

速度抑制の路面
標示を実施する

　渋滞の国道・県道か
ら、駅前の町道に回
避したり、制限速度以
上で走行する車両があ
り、歩行者には大変危
険です。
　道路標示の改善を早
急に実施すべきと考え
ます。

　横断歩道などの道路

路面標示も速度抑制効

果があるため、県及び

公安委員会の協議を踏

まえて取り組みます。

　渋滞を避けて旧道を
通る車を見かけ、また、
町道脇の人たちは横断
することができないと
語っています。
 スピード抑制のため
の減速帯を設置できま
せんか。

　ＪＲ広野駅前旧道全

体の現況を確認し、県・

公安委員会と協議を踏

まえ、「減速」の路面

標示を実施します。

二
期
目
の
町
政
舵
取
り
役
と
し
て
の
考
え
は

町
長
／
財
源
を
し
っ
か
り
捉
え
た
予
算
執
行

「
化
石
の
ま
ち
」
を
後
世
に
伝
え
よ

町
長
／
資
料
の
活
用
・
交
流
の
場
を
検
討

新年度予算

化石･文化財

減免措置
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渡邉正俊 議員

町政を問う

た
く
さ
ん
食
べ
て

　
　

大
き
く
な
～
れ
。

 

（
幼
稚
園
給
食
）

門馬　巧 議員

町政を問う

渡
邉

　

今
後
４
年
間
の
町
政
進

展
に
向
け
た
方
針
と
、
ふ

る
里
復
興
、
創
生
実
現
そ

し
て
進
展
に
向
け
た
取
り

組
み
は
ど
の
よ
う
に
執
行

さ
れ
る
の
で
す
か
。

渡
邉

　

山
林
火
災
時
等
の
林
道

の
重
要
性
は
、
過
去
の
例

に
見
て
大
事
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
が
、
今
日

様
々
な
状
況
の
も
と
原
因

は
あ
る
も
の
と
理
解
し
ま

す
が
、
い
た
る
と
こ
ろ
の

林
道
の
荒
廃
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
車
両
等
の
進
入

で
き
る
最
低
限
の
取
り
組

み
が
必
要
と
思
わ
れ
る

が
、
今
後
の
方
針
を
伺
い

ま
す
。

渡
邉

　

県
立
ふ
た
ば
未
来
学
園

で
の
中
高
一
貫
の
教
育
が

目
前
に
迫
る
な
か
、
広
野

中
学
校
の
在
り
方
、校
舎
、

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
検

討
、
方
向
づ
け
を
決
め
る

時
期
に
来
て
い
る
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
。

門
馬

　

高
齢
運
転
者
に
よ
る
事

故
は
な
か
な
か
減
ら
ず
、

ハ
ン
ド
ル
操
作
、
踏
み
間

違
い
、
認
知
機
能
低
下
が

原
因
と
思
わ
れ
る
事
故
も

少
な
く
な
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
か
ら
免
許
証

の
自
主
返
納
後
、
生
活
の

不
便
が
緩
和
さ
れ
る
よ
う

に
次
の
よ
う
な
、
タ
ク

シ
ー
利
用(

町
内
事
業
所

に
限
る)

施
策
が
で
き
ま

せ
ん
か
。

①
使
用
目
的
限
定
の
タ
ク

シ
ー
券
を
発
行
。

②
月
ご
と
の
利
用
回
数
に

上
限
を
設
定
。

③
一
回
ご
と
の
利
用
金
額

に
上
限
を
設
定
。

門
馬

　

我
が
町
の
独
居
世
帯
の

高
齢
者
の
中
で
、
疾
病
、

身
体
的
不
都
合
に
よ
る
歩

行
困
難
で
、
日
々
の
生
活

ゴ
ミ
等
の
排
出
に
困
っ
て

い
る
方
を
見
聞
き
し
て
い

ま
す
。
こ
の
実
態
を
早
急

に
調
査
把
握
し
、
収
集
排

出
策
を
講
じ
日
々
の
生
活

を
衛
生
的
、
か
つ
、
快
適

感
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
施
策
は
で
き
ま

せ
ん
か
。

門
馬

　

給
食
は
、
食
育
に
つ
な

が
り
、
衛
生
面
・
協
調
性

が
育
ま
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
社
会
の

宝
と
し
て
地
域
全
体
で
育

て
、
次
代
を
担
う
人
材
育

成
に
つ
な
げ
る
政
策
と
し

て
保
護
者
の
負
担
軽
減
を

図
る
と
共
に
、
町
長
が
掲

げ
る
「
命
を
守
り
、
人
を

活
か
し
未
来
を
創
る
町
」

と
し
て
給
食
費
無
償
化
の

施
策
を
、
次
年
度
の
目
玉

と
し
て
取
り
入
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
か
。

町
長
　

　

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
、
医
療
・
福
祉

の
『
医
』、
職
業
、
雇
用

の
『
職
』、
住
ま
い
・
住

環
境
の
『
住
』
の
充
実
を

重
視
し
て
各
種
施
策
を
進

め
ま
す
。

町
長
　

　

運
転
免
許
証
の
自
主
返

納
は
、
広
野
町
の
地
域
性

か
ら
、
通
院
や
買
い
物
な

ど
、
不
便
を
き
た
す
と
懸

念
し
ま
す
が
、
高
齢
者
本

人
の
交
通
事
故
の
未
然
防

止
と
、
地
域
住
民
が
安
心
・

安
全
に
暮
ら
す
た
め
に
重

要
で
あ
る
た
め
、
運
転
免

町
長
　

　

高
齢
者
等
の
要
支
援
の

状
況
、
健
康
状
態
の
把
握

に
常
に
努
め
て
お
り
、
ま

た
、
生
活
支
援
相
談
員
や

民
生
委
員
が
、
高
齢
者
世

帯
等
を
訪
問
し
、
健
康
の

確
認
や
困
り
ご
と
の
相
談

を
受
け
な
が
ら
、
ゴ
ミ
搬

出
に
つ
い
て
の
要
望
が
あ

れ
ば
、
対
応
し
て
い
ま
す
。

町
長
　

　

学
校
で
は
、
一
定
の
所

得
要
件
で
、
国
の
全
額
補

助
支
援
を
、
幼
稚
園
で
は
、

震
災
当
時
、
広
野
町
に
住

民
票
が
あ
っ
た
世
帯
へ
町

が
全
額
補
助
し
て
い
ま

す
。

　

学
校
給
食
の
支
援
は
、

国
の
制
度
で
の
対
応
を
考

え
て
お
り
、
国
や
県
に
継

続
を
要
望
し
て
い
ま
す

が
、
国
の
補
助
制
度
が
終

了
し
た
場
合
は
、
財
政
状

況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
前

向
き
に
検
討
し
ま
す
。

町
長
　

　

町
管
理
の
林
道
は
、
路

肩
の
除
草
や
道
路
側
溝
の

清
掃
な
ど
の
維
持
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

林
道
は
、
森
林
の
整
備

と
保
全
、
治
山
・
治
水
、

山
林
火
災
の
防
止
な
ど
、

多
面
的
機
能
を
持
ち
大
変

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
状
を
調
査
し
、
計
画
的

な
維
持
管
理
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

教
育
長　

　

ふ
た
ば
未
来
学
園
と
、

中
学
校
の
本
来
の
校
舎
で

の
授
業
再
開
を
見
据
え
た

異
校
種
間
の
連
携
を
、
継

続
・
深
化
さ
せ
る
学
校
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
検
討

を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

ま
た
本
来
の
中
学
校
校

舎
は
、
ふ
た
ば
未
来
学
園
側

で
原
型
復
旧
の
改
修
工
事
を

予
定
し
て
お
り
、
生
徒
が
快

適
に
学
習
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
配
慮
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

方
針
・
取
り
組
み
は
い
か
に

町
長
／
医
・
職
・
住
の
充
実
を
重
視
し
進
め
る

今
後
の
方
針
は
ど
う
な
る

町
長
／
計
画
的
な
維
持
管
理
に
努
め
る

独
居
高
齢
者
世
帯
の
ご
み
収
集
は

町
長
／
要
望
に
対
応
し
て
い
る

町政進展

あり方の方向性を決めよ
教育長／検討重ね学習環境を配慮していく

中学校

林　道

生活支援

給食費

本来の中学校校舎

重要な役割を持つ林道

自主返納者への施策を
町長／支援策を検討していく

無償にせよ
町長／財政状況を踏まえ検討していく

運転免許証

許
証
の
自
主
返
納
が
進
む

よ
う
、
支
援
策
を
検
討
し

ま
す
。
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遠藤  浩 議員

町政を問う

阿部憲一 議員

町政を問う

遠
藤

　

現
在
町
内
に
は
、
町
民

の
方
々
や
双
葉
郡
内
住
民

の
方
々
、
ふ
た
ば
未
来
学

園
の
学
生
、
復
興
関
連
の

従
事
者
等
、
８
千
人
を
超

え
る
方
々
が
生
活
を
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
開
催
や
広
野
未
来
創

造
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
の

設
置
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
等
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

交
流
人
口
が
増
加
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

阿
部

　

殺
処
分
は
現
実
に
は
安

楽
死
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
、
舌
で
ぺ
ろ
ぺ
ろ
手
を

舐
め
て
い
た
犬
や
猫
が
30

分
後
に
は
灰
の
砂
と
な
る

の
で
す
。
迷
子
に
な
っ
た

犬
や
猫
を
殺
処
分
し
て
い

る
事
実
も
あ
り
ま
す
。
神

奈
川
県
、
熊
本
県
、
広
島

県
等
で
は
殺
処
分
ゼ
ロ
を

実
現
し
て
お
り
、
東
京
都

は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に

殺
処
分
を
ゼ
ロ
に
。
名
古

屋
市
、
尼
崎
市
で
は
ふ
る

さ
と
納
税
で
保
護
さ
れ
た

犬
・
猫
の
命
を
繋
い
で
い

ま
す
。
要
は
、
殺
処
分
は

税
金
を
使
う
か
ど
う
か
の

問
題
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
が
具
体
的
な
提
案
を
し

て
も
自
治
体
に
意
思
が
な

阿
部

　

県
内
の
甲
状
腺
癌
の
子

供
は
県
の
調
査
等
で
二
百

人
を
超
え
ま
し
た
。
し
か

も
、甲
状
腺
外
へ
の
浸
潤
、

リ
ン
パ
節
・
肺
等
へ
の
転

移
が
92
％
を
占
め
ま
す
。

し
か
も
、
県
は
異
常
あ
り

と
し
た
子
供
の
約
７
割
を

経
過
観
察
に
し
て
検
査
対

象
か
ら
外
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
以
前
、
こ
の
発
症

割
合
は
浜
通
り
も
会
津
も

地
域
性
は
な
い
と
の
県
立

医
大
の
見
解
が
新
聞
等
で

発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
肝

遠
藤

　

「
子
供
た
ち
の
未
来
へ

の
投
資
」
と
す
る
観
点
か

ら
教
育
費
や
義
務
教
育
必

需
品
の
補
助
制
度
を
ぜ

ひ
、
検
討
す
べ
き
と
考
え

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
学
校
指
定
の

運
動
着
や
運
動
靴
な
ど
を

進
級
の
年
度
に
1
回
支
給

す
る
よ
う
な
補
助
制
度
を

制
定
す
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
か
。

町
長
　

　

今
後
、
本
町
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
を
踏
ま

え
、
需
用
が
高
ま
る
よ
う

で
あ
れ
ば
、
民
間
事
業
者

へ
の
補
助
制
度
を
検
討
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

町
長
　

　

愛
護
セ
ン
タ
ー
で
保
護

し
た
犬
猫
は
、
飼
い
主
の

早
期
発
見
の
た
め
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
情

報
提
供
を
し
て
い
ま
す
。

　

飼
い
主
が
判
明
し
な
い

場
合
は
、
飼
い
主
を
募
集

し
、
一
定
期
間
経
過
し
た

場
合
は
、
県
動
物
愛
護
セ

ン
タ
ー
で
終
生
飼
育
す
る

の
で
、
殺
処
分
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。

町
長
　

①
国
際
的
な
専
門
機
関
の

安
全
基
準
等
で
策
定
し
た

国
の
法
令
に
基
づ
き
、
適

正
な
行
動
を
し
て
い
る
の

で
マ
ス
ク
は
現
在
必
要
性

は
な
い
と
受
け
と
め
て
い

ま
す
。

②
委
員
会
は
、
町
内
の
環

境
回
復
を
調
査
し
て
お

り
、
こ
の
調
査
結
果
は
、

健
康
不
安
解
消
の
指
標
と

な
る
極
め
て
有
意
義
な
も

の
で
、
継
続
の
必
要
が
あ

る
た
め
、
解
散
す
る
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
こ
の
公
表
方
法
は
、
今

後
も
県
民
健
康
調
査
検
討

委
員
会
で
議
論
さ
れ
る
も

の
で
、
市
町
村
名
の
公
表

や
別
ル
ー
ト
の
患
者
の
把

握
手
段
の
確
立
を
求
め
る

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

通信環境
犬・猫

放射線

向上のための支援はいかに
町長／需要が高まれば補助制度を検討

殺処分ゼロが具体化するには
町長／生存の機会を与え、殺処分は行っていない

　

そ
こ
で
、
町
内
の
民
間

事
業
者
な
ど
を
対
象
に
フ

リ
ー
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
（
自
由

に
使
え
る
通
信
回
線
）
な

ど
を
補
助
し
て
通
信
環
境

の
向
上
を
支
援
し
て
は
い

か
が
で
す
か
。

庁舎内にある通信機器

小学校運動会

生
ま
れ
た
命
を
大
切
に

補
助
制
度
を
検
討
す
べ
き

教
育
長
／
財
政
状
況
は
難
し
い
、
違
う
形
で
支
援
し
て
い
る

防
護
策
と
情
報
把
握
手
段
の
確
立
を

町
長
／
法
令
に
基
づ
き
適
正
に
対
応 義務教育必需品

教
育
長　

　

町
の
財
政
状
況
で
は
義

務
教
育
必
需
品
の
全
児
童

生
徒
へ
の
支
援
は
難
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
独
自
で
、
校
外
学
習

の
交
通
費
、
英
検
な
ど
の

検
定
料
な
ど
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

心
の
ヨ
ウ
素
に
よ
る
内
部

被
曝
を
無
視
し
、
い
わ
き

と
会
津
を
一
つ
の
地
域
と

し
た
間
違
い
ぶ
り
で
す
。

そ
の
後
県
は
、
検
査
２
巡

目
で
の
発
症
割
合
は
当
町

を
含
む
沿
岸
部
等
の
13
市

町
村
が
最
も
高
い
と
発
表

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
そ
の
原
因
は
、
１
・

２
号
機
の
間
の
地
面
か
ら

高
線
量
の
水
蒸
気
が
吹
き

出
し
、
原
子
炉
建
屋
か
ら

は
放
出
が
続
き
、
郡
内
で

は
何
度
も
面
的
に
空
間
線

量
率
が
大
き
く
上
昇
し
、

住
民
は
こ
れ
ら
を
常
に
吸

引
し
て
、
汚
染
さ
れ
た
阿

武
隈
山
地
か
ら
の
水
道
水

を
飲
ん
で
い
る
な
ど
の
た

め
で
は
な
い
か
、
と
の
指

摘
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
な
ぜ
平
時
か
ら
住
民
に

マ
ス
ク
を
さ
せ
る
な
ど
放

射
線
防
護
を
や
ろ
う
と
し

な
い
の
で
す
か
。

②
空
気
・
飲
食
に
よ
る
内

部
被
曝
を
無
視
し
て
、
ク

イ
ク
セ
ル
バ
ッ
ジ
で
年
間

１
ｍ
Ｓ
ｖ
以
下
だ
か
ら
安

全
か
の
よ
う
な
評
価
を
続

け
る
放
射
線
健
康
対
策
委

員
会
は
即
刻 

解
散
す
べ

き
で
は
な
い
で
す
か
。

け
れ
ば
何
も
進
ま
ず
、
逆

に
、
殺
処
分
ゼ
ロ
を
達
成

し
た
自
治
体
で
は
首
長
の

意
識
が
高
い
の
で
す
。

　

さ
て
、
誰
が
何
を
ど
う

す
れ
ば
殺
処
分
ゼ
ロ
が
具

体
化
す
る
と
思
い
ま
す

か
。

③
県
は
小
児
甲
状
腺
癌
の

子
供
の
市
町
村
名
を
非
公

開
に
し
、
こ
れ
で
は
議
会

が
町
に
対
応
を
質
す
こ
と

も
で
き
ず
、
患
者
の
総
数

も
不
明
に
な
り
ま
す
。
県

に
対
し
て
こ
れ
を
改
め
る

こ
と
と
、
調
査
外
に
し
て

い
る
子
供
た
ち
の
把
握
手

段
の
確
立
を
求
め
る
べ
き

で
は
な
い
で
す
か
。
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小磯利雄 議員

小
磯

①
今
後
の
行
政
運
営
・
改

革
全
般
の
具
体
的
策
は
。

②
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

コ
ー
ス
ト
構
想
、
戦
略
と

し
て
今
後
の
展
開
概
要

は
。

　

事
業
名
・
予
算
等
は
。

③
駅
東
側
一
期
二
期
及
び

農
業
ゾ
ー
ン
開
発
が
公
約

に
入
っ
て
い
ま
せ
ん
が
ど

の
よ
う
に
な
る
の
で
す

か
。

④
今
後
４
年
間
町
民
と
の

約
束
、
生
活
再
建
・
安
心
・

教
育
・
発
展
・
情
報
の
選

挙
公
約
「
前
進
」
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

①復興需要などで、現時点では健全性を確保し
ていますが、人口減少や公共施設の老朽化対策、
地域創生への取り組みなど財政需要が見込まれ
ます。持続可能な財政運営の実現に向け、事業
の選択と集中など適切な財政運営はどのように
考えていますか。
②本町における予算編成の基本及び優先項目は。

本町の米づくりについて、

①震災後、５年比較での収量・内容は。

②カメムシ被害が増大し防除対策が追い付いていない。震

災以前、冬眠中の駆除が目的の「土手焼き」の再開は。

③国は４つの農業改革のもと、世界に通用する規模の拡大

等にシフトしていますが、中山間地の多い本町農家は自立

が困難な状況にある。町として生活環境整備・保全管理等

に独自施策を進めるべきではないですか。

①歳入に見合った財政運営を年頭に、必要性や
効果等の十分な検討、事業選択や積極的な見直
し等、計画的な予算執行に努めることで持続可
能な自立した財政運営ができるものと考えます。
②復興・再生事業を最優先、必要な財源措置は
国へ要請、事業の必要性・優先度を十分に検証
し限りある財源を重点的かつ効果的に活用する
ことを基本方針とし、認定こども園整備、森林
再生、ほ場整備、小滝平浄水場整備を優先項目
と考えています。

①町は、平成25年度より営農を再開し、

平成25年は110ha、収量547ｔ、

平成26年は157ha、収量818ｔ、

平成27年は161ha、収量791ｔ、

平成28年は161ha、収量788ｔ、

平成29年は163ha、収量844ｔの収量がありました。

②安定している放射性物質の流出が懸念され、研究を行って

いる国県と協議していきます。 

③国の制度を活用し、活動の支援を行い多面的機能の確保や

地域の活性化を図るとともに、地域の農用地、水路等保全管

理の共同活動、農地の集積を後押ししており、支援の対象と

なっていない農地は町の支援を検討したいと考えます。

今
後
の
具
体
策
・
町
民
と
の
約
束
は

町
長
／
復
興
か
ら
創
生
へ
全
身
全
霊
取
り
組
む

行政運営

　

町
長

①
地
域
包
括
ケ
ア
や
新
た

な
雇
用
の
創
出
、
駅
西
側

の
商
店
街
再
生
・
活
性
化

を
進
め
、
魅
力
あ
る
農
業

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
居
住
エ
リ
ア

整
備
、
地
域
ぐ
る
み
の
教

育
・
子
育
て
や
将
来
の
人

材
育
成
に
努
め
ま
す
。

②
新
た
な
住
宅
団
地
整
備

に
着
手
し
て
い
ま
す
。

③
第
一
期
は
、
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
の
構
築
、
雇
用

の
確
保
や
地
域
経
済
の
活

性
化
を
、
第
二
期
は
、
住

宅
用
地
整
備
の
た
め
、
用

地
取
得
を
進
め
、
近
代
農

業
ゾ
ー
ン
は
、
地
権
者
や

地
域
住
民
の
意
向
を
充
分

反
映
し
た
土
地
利
用
を
進

め
ま
す
。

④
免
除
措
置
や
無
料
措
置

の
継
続
を
強
く
要
望
し
、

小
滝
平
浄
水
場
の
改
修
等

生
活
基
盤
を
整
え
、
追
加

的
除
染
、
医
療
環
境
向
上
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
防
災
拠

点
整
備
事
業
を
推
進
し
安

心
の
確
立
を
、
ま
た
教
育

環
境
の
充
実
、
子
育
て
し

や
す
い
町
づ
く
り
、
さ
ら

に
継
続
的
な
財
源
確
保
、

農
業
経
営
基
盤
の
安
定
化

等
発
展
、
町
政
情
報
の
共

有
・
発
信
に
努
め
ま
す
。

財政運営 米づくり

持続可能な財政運営の実現に向けた考えは
町長／歳入に見合う計画的な予算執行

米づくりの取り組み、独自施策を進めよ
町長／国の制度対象以外は町の支援を検討

小磯 小磯

町長 町長

産業厚生
常任委員会

総務文教
常任委員会

平成29年9月27日（水）～29日（金）

宮崎県東諸県郡綾町

～自然生態系農業（有機農業）の取り組みを学ぶ～

～道の駅の地域振興及び防災拠点としての役割を学ぶ～

平成29年10月 4日（水）～6日（金）
　栃木県／道の駅みぶ、道の駅みかも　
　群馬県／道の駅川場田園プラザ、道の駅みなかみ水紀行館
　新潟県／道の駅ちぢみ里おぢや
　福島県／道の駅猪苗代

 

宮
崎
県
綾
町
は
消
費
者

の
健
康
と
文
化
的
な
生
活

確
保
と
健
全
な
土
づ
く
り

に
よ
り
、
農
業
の
振
興
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
「
自

然
生
態
系
農
業
の
推
進
に

関
す
る
条
例
」
を
制
定
、

自
然
生
態
系
農
業
の
基
準

と
認
証
方
法
な
ど
、
町
が

責
任
を
持
っ
て
本
物
の
野

菜
を
提
供
し
て
行
く
シ
ス

テ
ム
を
確
立
し
て
い
ま

す
。

　

道
の
駅
が
道
路
利
用
者

へ
の
安
全
で
快
適
な
道
路

交
通
環
境
の
提
供
、
地
域

に
対
す
る
振
興
寄
与
を
目

的
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら

交
流
人
口
を
増
や
し
地
域

の
経
済
効
果
に
大
き
な
役

割
を
期
待
で
き
る
反
面
、

地
域
力
を
活
か
し
た
運
営

が
出
来
な
け
れ
ば
負
の
施

設
と
な
る
可
能
性
を
併
せ

持
つ
実
態
を
調
査
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
道
の
駅
は
ト
イ

レ
や
駐
車
場
及
び
ヘ
リ

ポ
ー
ト
等
の
大
き
な
敷
地

を
持
つ
防
災
拠
点
に
位
置

づ
け
る
こ
と
で
、
東
日
本

　

地
理
的
・
自
然
条
件
を

巧
み
に
掴
み
、
適
材
適
切

に
行
政
が
リ
ー
ド
さ
れ
た

「
町
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
」

の
成
功
例
を
享
受
し
て
き

ま
し
た
。

　

本
町
に
お
け
る
行
政
・

議
会
・
農
業
団
体
・
消
費

者
等
の
連
携
取
り
組
み
、

政
策
策
定
の
重
要
性
を
認

識
す
る
上
で
、
大
変
貴
重

な
視
察
研
修
で
し
た
。

大
震
災
時
に
自
衛
隊
の
前

線
基
地
や
消
防
・
警
察
の

拠
点
と
な
り
、
救
援
物
資

の
中
継
基
地
と
し
て
使
用

さ
れ
、
更
に
は
情
報
通
信

設
備
や
非
常
用
備
蓄
品
を

提
供
し
被
災
者
の
「
一
時

避
難
所
」
と
し
て
活
用
さ

れ
多
く
の
人
命
を
救
い
被

災
者
の
拠
り
所
と
な
っ
た

事
実
も
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
を
通
し

て
、
地
域
に
お
け
る
「
道

の
駅
の
役
割
」
を
ど
の
様

に
考
え
、
整
備
計
画
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
か
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

担当者から有機農業について説明を受ける（宮崎県綾町）

村の人口の３倍の人が訪れる「道の駅」（群馬県川場村）

町政を問う
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広
小
児
童
が
議
会
を
見
学

　

12
月
15
日
、
広
野
小
学
校
６
年
生
14
人
の
み
な
さ
ん
が
、
第
４
回
定
例
会
を
見
学

に
訪
れ
ま
し
た
。

　

議
場
で
の
、
議
員
と
町
執
行
部
と
の
真
剣
な
や
り
と
り
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

坂本　大星 土屋　　樹

島村　晃登 渡邉　美優

坂本　朱羽 横田　歌恋

抜水　聖哉 小林　大希

木幡　温人 赤井　晴香

吉田ゆきな 牧ノ原梨織

坂本　遥斗 鈴木　姫奈

　ぼく達はこの前、議会を見に行きました。議会ではまずは町長さんが言っ
たことについて意見を言う。その時、「何番」と言ってから名前を言ってい
ました。それからぼく達にできないことも言っていました。それは自分から
ぴしっと手を挙げていたところです。それをこんどからまねをして、議会の
人たちみたいに自分で手をぴしっと挙げたいです。最後に話合いがすらすら
進むのもまねしたいです。

　ぼくは、議会を見学しての感想は、正直何して
いるのか分からなかったです。もらった紙を見て、
少し分かりました。卒業式とか、学習発表会など
に来ている人もいました。

　ぼくが、議会見学に行って思ったことは、すごくスムーズに進んでいると
思いました。理由は、議長が正確に進行をしていったからです。それと自分
の思ったことを議員はすぐに言っていたからです。考えている時間が長いと
話合いが進まず解決しないからです。議員の質問に対してしっかりと答えて
いるからすごいと思いました。だから質問をされることを予想して前もって
質問の答えを考えておくことが必要だと考えました。

　私は、議会をぼうちょうして思ったことは、裁判
所みたいだなあと思いました。理由は、私が見てい
ても、会議は裁判を見ているようだと思ってしまい
ました。答弁では、真剣な話合いのあまりこわいと
感じるところもありました。でも私は、議会の会議
は、こうやってやっているんだなあと思いました。

　私は、初めて議会を見に行きました。役場の３階にありました。
おじいちゃんが、議員だったのは知っていたけど、町の課題を解決するため
にいろいろな議員や町長などと話合っていたことを初めて知りました。町の
課題を無くして、町民が安心して暮らせるように、がんばってほしいです。
けど、町の課題がたくさんあったことが初めて知りました。議員も納得する
まで、質問し合っていました。

　私は、議会を初めて見学して、議会に参加して
いる人は、すごいなと思った。
一つ目は話し合う中で、自分の意見についてです。
一人一人、自分の意見を言う人、その難しい質問
に答える人、どちらもすごいなと思った。意見を
持つことの大切さを学んだ。二つ目はみんなで、
一つの意見にまとめること、なっとくしない人も
いるかもしれないけれど、最終的には、一つにま
とめることで、この町がどんどん良くなっていっ
てほしい。

　ぼくは、議会見学に行ったときに座るいすが、ふわふわで、座り心地がよ
かったです。
議員さんが、いっぱいいて、話すことがいっぱいで、話している内容があま
り分からなかったです。みんな、真剣に話していました。話がむずかしかっ
たけど良い経験になりました。また議会見学に行ってみたいなーと思いまし
た。

　ぼくは、議会を見に行ってすごいと思いました。
質問する方もすごいけれど、ぼくは特に質問され
て答える方が、言われたことにすぐに対応できて
いたので議会の前の日に質問を考えているのかと
思いました。ぼくも国語の時間にこのような、話
合いを目標にしてみたいです。

　ぼくは、議会を見て、すごく速いテンポで進んでいき、議員さんから始まり、
となりの課長さんにいき、町長さん、そしてそれぞれの説明の人といき、す
ごいなと思いました。言葉もむずかしすぎて、何を言っているのか分からな
かったです。意見も何もなかったら議員のみなさまがいっせいに「なし」と
言って団結力がすごいなと思いました。議会の場にすわっていても、すごく、
きんちょう感があってオーラもあったので、すごいなと思いました。

　広野町は、色々な問題があって、多くの問題を１日で可決することはすご
いなと思いました。私たちでも、時間がかかるのに、議会では数十分で可決
したからです。質問に対する答えも冷静になって、答えていました。議員た
ちもはっきりと自分の意見を持っていて、その意見をはきはきと発言してい
るので私もそうなりたいと思いました。あそこで広野町のためにたくさんの
ことを決めるんだなと思いました。また、行ってみたいです。

　私は、議会をやっているとき見学していて、いろんな人が来ていました。
町長さんや学校教育課長・議長さんなどたくさんの人が集まってやるんだな
と思いました。おどろいたのは手をあげるとマイクにランプがつきスイッチ
が入るのが見たことがなかったのでおどろきました。議会では、たくさんの
いろんな人が集まって意見を言ったり聞いたりするんだなぁと思いました。

　わたしは、議会を見て、あまりみんなが知らないところでこういった議会
をひらいて町のいろいろなことを話合い決めているんだなと思いました。だ
からこういった会議は、すごくだいじな会議だと分かりました。話を聞いて
いて、耳にしたことのない言葉ばかりでした。そして、わたしが一番おどろ
いたことは、聞いていた人が質問したことに対して発言した人がすぐに答え
ていたことです。だから議会の人はすごいなあと思いました。

　議会の感想は、初めて行った所だったけれど、話の内容はだいたい分かり
ました。町の代表の人と人が討論をしていました。議会とは、とても大切な
ことでなくてはならない存在だと気がつきました。実際の議会の様子が見れ
てよかったです。この議会見学は、自分にとって大きな体験で議会見学をい
かしていきたいと思います。ぼくは、この議会見学が必要なことだと思いま
した。

　私は、役場の中にある議会を見学しました。まず、思ったことは内容が速
く進んでいるなあと思いました。そして、質問がないときには、なしっと言
うのだと分かりました。あと、質問をされる人が質問をする人の話に耳をか
たむけて、質問された内容についてくわしく説明をしてくれるので、私も聞
いてて、よく分かりました。なので議会の人達は、すごいなあとあらためて
思ったし、少しあこがれにもなりました。
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迎
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矢内　豊 さん
（折木）

　

こ
れ
ま
で
、「
地
域
で
支
え
合

い
農
業
を
元
気
に
！
」
の
も
と
、

各
機
関
と
連
携
よ
り
、
い
ろ
ん

な
作
物
に
挑
戦
し
、
町
お
こ
し

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
い
新
春
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
と
原
発

事
故
か
ら
間
も
な
く
７
年

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

町
と
し
て
は
、
昨
年
は

3
月
末
を
も
っ
て
応
急
仮

設
、
借
上
げ
住
宅
の
供
与

期
間
が
終
了
し
、
帰
還
の

節
目
を
迎
え
、
帰
町
か
ら

再
建
へ
と
新
た
な
町
づ
く

り
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
夏
頃
に
Ｊ

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
一
部
再

開
、
認
定
こ
ど
も
園
の
整

備
、
県
事
業
で
あ
る
ふ
た

ば
未
来
学
園
中
学
、
高
校

の
整
備
等
の
取
り
組
み
が

計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
健
康
＝
元
気
」

の
視
点
で
健
康
寿
命
を
延

長
す
る
な
ど
、「
元
気
な

町
づ
く
り
」
を
行
政
と
一

体
と
な
り
推
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
に
は
一
層
の
ご
支

援
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

（
北
郷　

幹
夫
）

　

先
月
上
旬
本
町
に
お
け
る
29

年
産
米
検
査
の
集
計
が
出
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
入
荷
さ
れ
た

う
る
ち
米
で
は
一
等
米
23
％
、

二
等
米
77
％
と
カ
メ
ム
シ
の
吸

汁
加
害
に
よ
る
斑
点
米
の
影
響

が
大
き
か
っ
た
。
郡
内
で
は
本

町
だ
け
の
傾
向
で
あ
り
早
急
な

対
策
を
願
い
た
い
。

　

生
産
調
整
の
廃
止
に
つ
い

て
、
国
は
県
単
位
で
独
自
に
コ

メ
の
生
産
計
画
を
作
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
て
お
り
現
時
点
で
は

「
様
子
見
」
の
状
況
で
あ
る
が
、

ほ
場
整
備
を
進
め
、
自
由
な
発

想
で
新
た
な
技
術
や
栽
培
方
法

に
よ
り
、
価
格
競
争
力
や
付
加

価
値
を
高
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

発
行
・
編
集
責
任
者

議　
　

長  

黒
田
政
徳

広
報
委
員
会

委 

員 

長  

塩　

史
子

副
委
員
長　

阿
部
憲
一

委　
　

員　

北
郷
幹
夫

委　
　

員　

小
磯
利
雄

委　
　

員　

遠
藤　

浩

　

約
７
年
前
の
震
災
・
原
発
事

故
に
よ
る
復
興
途
上
の
中
、
減

反
政
策
の
廃
止
は
Ｗ
パ
ン
チ
の

状
況
で
あ
る
、
中
山
間
地
の
本

町
で
、
国
が
進
め
る
強
い
農
業
、

輸
出
倍
増
等
の
バ
ラ
色
の
農
業

に
は
無
理
が
あ
る
。
駅
東
側
農

業
ゾ
ー
ン
の
完
成
は
い
つ
に
な

る
の
か
、
農
業
経
営
の
根
幹
を

揺
る
が
し
地
域
社
会
の
存
続
に

関
わ
る
中
、
実
態
に
合
う
農
業

政
策
を
期
待
し
た
い
。

　

日
本
の
米
作
り
は
今
年
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
ま
す
。
生

産
過
剰
よ
り
値
崩
れ
を
防
ぐ
狙
い
で
、
国
が
生
産
数
量
目
標

の
指
示
配
分
か
ら
手
を
引
き
、
各
地
域
が
自
主
的
に
作
付
面

積
や
生
産
量
を
決
め
る
政
策
に
移
行
さ
れ
ま
す
。
昭
和
46
年

か
ら
47
年
続
い
た
生
産
調
整
、
い
わ
ゆ
る
「
減
反
」
が
廃
止

さ
れ
ま
す
。
本
町
農
家
の
再
建
に
必
要
な
感
想
を
お
伺
い
し

ま
し
た
。
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